
事業実績評価（令和５年度分） 
＜掲載事業について＞ 

№ 事  業  名 区分 

1 情報セキュリティ体制の強化 総合計画 共-4-(2) 

2 市民の参加・参画機会の充実 総合計画 共-3-(2) 

3 まちづくりの担い手育成 総合計画 共-3-(3) 

4 瑞穂市中山道団子化構想事業 総合戦略 

5 圏域応援ステーション 穂積駅圏域拠点化構想推進事業 総合戦略  

 

高い 目標達成に非常に効果的であった 

↑ 目標達成に相当程度効果があった 

中 目標達成に効果があった 

↓ 目標達成に効果がなかった 

低い 目標指標無し 

- その他 

 

瑞 穂 市 



④情報
(2) 情報セキュリティ体制の強化

○ -

▪ 情報セキュリティ対策やその運用について、専門的知識を持った第三者が客観的に評価を行う「情報セキュリティ監査」を定期的に実施します。

○情報セキュリティ対策事業【重】

【共通目標】持続可能な都市経営のまち

目標達成に非常に効果的で
あった

職員研修については、無償で提供される研修を活用することにより費用を抑えて実施できている。受講率も高く引き続き
実施していきたい。安全管理措置等の点検の実施について、外部委託することで客観的な判断ができ、情報セキュリティ
に対する意識向上に繋がっている。
セキュリティソフトの更新を継続的に行うことで、安全な執務環境を提供できている。

諮問事業(H30年度実施分)

R12(目標)R7(目標)R5(実績)R4(実績)R3(実績)R2(基準)単位目標指標

重点施策該当 まち・ひと・しごと創生総合戦略該当

施
策
の
内
容

主
な
事
業

年
度
別
実
施
計
画

所管 財務情報課

R5年度（実績） R6年度（計画） R7年度（計画）事業費(千円) 事業費(千円) 事業費(千円)

自己評価

外部評価

R6(実績) R7(実績)

情報セキュリティ研修受講率 ％ 70 90 9096.47 82 89.6

●職員研修（E-learning・情報ｾｷｭﾘﾃｨ研修）の実施 272 ●職員研修（E-learning・情報ｾｷｭﾘﾃｨ研修）の実施 272 ●職員研修（E-learning・情報ｾｷｭﾘﾃｨ研修）の実施 272

●セキュリティソフトの更新 2,392 ●セキュリティソフトの更新 2,624 ●セキュリティソフトの更新 2,624

●安全管理措置等の実施 880 ●安全管理措置等の実施 880 ●安全管理措置等の実施 880



③協働
(2) 市民の参加・参画機会の充実

○ -

▪   市民の積極的な参加・参画を促し、市民のアイディアや意見の反映を促進します。

▪ 市民がそれぞれの立場でまちづくりに関わっていくためのステップアップの仕組みや参加・参画の新たな手法により、若い世代でも参加しやすい環境を整備します。

○まちづくり基本条例推進事業【重】(ガイドライン策定、市民ワークショップ、

ワールドカフェ等の開催)

【共通目標】持続可能な都市経営のまち

目標達成に効果があった 市民へ瑞穂市まちづくり基本条例を周知する中で、市民協働の意識の醸成と市民協働の事業化へ繫げていきたい。
令和５年度からまちづくり基本条例推進委員会の答申を受け、学校区毎の校区活動の市の支援体制を市民協働安全課に一
本化した。

諮問事業(H30年度実施分)

R12(目標)R7(目標)R5(実績)R4(実績)R3(実績)R2(基準)単位目標指標

重点施策該当 まち・ひと・しごと創生総合戦略該当

施
策
の
内
容

主
な
事
業

年
度
別
実
施
計
画

所管 市民協働安全課

R5年度（実績） R6年度（計画） R7年度（計画）事業費(千円) 事業費(千円) 事業費(千円)

自己評価

外部評価

R6(実績) R7(実績)

若い世代(40歳以下)の市政への参加・参画割合(審議会・ワークショップ等) ％ 15 25 309.1 9.3 3.5

●市民の参加・参画、市民協働等の促進 8,601 ●市民の参加・参画、市民協働等の促進 15,415 ●市民の参加・参画、市民協働等の促進 【調】



③協働
(3) まちづくりの担い手育成

○ -

▪   多様な市民が地域社会の一員であることを意識し、地域を良くしていくために自らができることを考え、活動することができるような啓発活動を実施します。

▪   まちづくりに関するセミナーの開催や研修等の事業を実施し、協働への意識向上を図ります。

▪ まちづくりの担い手と連携を進める職員に対し、まちづくり基本条例に関する研修等を実施し協働への意識改革や能力の向上を図ります。

○まちづくり基本条例推進事業【重】(まちづくり活動組織の育成、まちづくり人材

 養成講座)

○市民協働安全課の設置（平成29年度事業完了）

【共通目標】持続可能な都市経営のまち

目標達成に非常に効果的で
あった

昨年度に続き、朝日大学と連携し、コミュニティ経営プロジェクトを発足。新規採用職員に対し、瑞穂市まちづくり基本
条例に基づく市民参画による市民協働のまちづくりについての研修会（初級、中級コース）を実施した。

諮問事業(H30年度実施分)

R12(目標)R7(目標)R5(実績)R4(実績)R3(実績)R2(基準)単位目標指標

重点施策該当 まち・ひと・しごと創生総合戦略該当

施
策
の
内
容

主
な
事
業

年
度
別
実
施
計
画

所管 市民協働安全課

R5年度（実績） R6年度（計画） R7年度（計画）事業費(千円) 事業費(千円) 事業費(千円)

自己評価

外部評価

R6(実績) R7(実績)

まちづくり人材バンク登録者 人 70 80 1300 0 0

●まちづくりに関するセミナー及び職員研修の開催 457 ●まちづくりに関するセミナー及び職員研修の開催 764 ●まちづくりに関するセミナー及び職員研修の開催 【調】

●中間支援組織設立準備委員会 0 ●中間支援組織設立準備委員会 0 ●中間支援組織設立準備委員会 【調】

【参考】
　朝日大学初任者研修（初級）
　　　　　　　　　　　

　　　　　〃　　　　（中級）　　　　　　

　14
(100％)

　18
(100%)

　12
(85.7%)

　14
(100%)

　18(2)
(88.9%)

　16(4)
(85.7%)

　
(100%)

　(85%)

　
(100%)

　(85%)



瑞穂市中山道団子化構想
瑞穂市中山道団子化構想

〇 基本目標４－（１）観光力の向上

美江寺～大月～呂久までの中山道沿線に点在する特色ある地域資源を有機的にネットワーク化（中山道で串刺し＝中山道団子化構想）し、当該地域の魅力や認知度を高

め、ブランド化を図っていくことで、市内だけでなく、市外からの交流人口を増やし、「ひと」が増えることで「しごと」を呼び、移住や定住につながるまちの好循環

を生み出すことを目指す。

・中山道まちづくり基本構想策定

・民活導入可能性調査

総合戦略事業

目標達成に非常に効果的で
あった

瑞穂市中山道まちづくり推進委員会で企画運営を行い、「閑散期の賑わい創出」をテーマに社会実験を実施した。前年度
から引き続き、民間企業へのヒアリングを行い、指定管理の範囲やスケジュール等の確認をした。指定管理者の収益事業
を想定し、サンコーパレットパーク、巣南保健センターと一体になって「みずほ　こどものあそびば」の社会実験を行っ
た。

R12(目標)R7(目標)R5(実績)R4(実績)R3(実績)R2(基準)単位目標指標

重点施策該当 まち・ひと・しごと創生総合戦略該当

施
策
の
内
容

主
な
事
業

年
度
別
実
施
計
画

所管 生涯学習課

R5年度（実績） R6年度（計画） R7年度（計画）事業費(千円) 事業費(千円) 事業費(千円)

自己評価

外部評価

R6(実績) R7(実績)

地域横断組織に加入した事業者、民間活動団体の数 団体 62 1

中山道大月多目的広場利用者数 人 45,00032,708 43,905

みずほバス乗客数（十九条古橋線） 人 15,3004,865 5,815

●瑞穂市中山道団子化構想 8,213 ●瑞穂市中山道団子化構想 4,880 ●瑞穂市中山道団子化構想 【調】

R6



—圏域応援ステーション—　穂積駅圏域拠点化構想推進事業

○ 基本目標2-(2).穂積駅周辺の活性化

・多くの方が行き交う瑞穂市の玄関口であるJR穂積駅周辺の活性化を行うため、多様な主体により練り上げられた穂積駅圏域拠点化構想の将来ビジョン”みんなの

「心」をつ・つ・む場所　ほづみのエキチカ  ～圏域のプラットホームとして  ヒト・モノ・コトを  つなぐ・つむぐ・むすぶ～”を実現するため、平成31年度までの

期間目標を「地域・圏域への認知」と定め、平成29年度を「地域認知の向上と変化のはじまり」と設定、穂積駅の拠点としての認知向上と意識啓発、取組の見える化

につながる初動的取り組みを重点的に実施する。

●ＪＲ穂積駅圏域拠点化構想促進事業

●駅周辺市民協働活性化事業

●ＪＲ穂積駅圏域拠点化ＰＲ事業

 H29全体事業費23,728千円

 うち交付金対象事業費20,736千円

うち交付金10,000千円

総合戦略事業

目標達成に効果があった （特非）ＪＲ穂積駅周辺まちづくり組織ExSiteエキサイトが主催した弁当市やほづみ夜市などのイベントを通して、駅周
辺ににぎわいを創出し、魅力向上を図ることで、交流人口が拡大に寄与した。
にぎわい創出施設として整備したエキサイトサードプレイスにおいて、ほづみ夜市や弁当市などを開催し、駅周辺の魅力
向上に向けた取組を行った。

諮問事業(H30年度実施分)

目標達成に有効であった コメントは別紙のとおり

R12(目標)R7(目標)R5(実績)R4(実績)R3(実績)R2(基準)単位目標指標

重点施策該当 まち・ひと・しごと創生総合戦略該当

施
策
の
内
容

主
な
事
業

年
度
別
実
施
計
画

所管 総合政策課

R5年度（実績） R6年度（計画） R7年度（計画）事業費(千円) 事業費(千円) 事業費(千円)

自己評価

外部評価

R6(実績) R7(実績)

穂積駅乗降客数 人 18,686 20,50015,054 16,246 17,710

就業人口・労働力人口 人 26,730 26,88027,347 27,347 27,347

新規出店数 件 5 52 3 4

JR穂積駅圏域拠点化構想推進事業 21,393 JR穂積駅圏域拠点化構想推進事業 17,298 JR穂積駅圏域拠点化構想推進事業 【調】

R6


